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大学に勤務して数十年の歳月が過ぎるが，本年 3 月に

図書館業務を通じて，最も嬉しいことがあった。2015
年にノーベル生理学・医学賞を受賞された大村智博士の

学位論文を本学機関リポジトリに公開することができた

ことである。大村智博士の修士論文を手にとると，後に

ノーベル賞に繋がる研究者としてのスタートを本学大学

院で切られたことに感銘をうける。大村智博士の修士論

文は一ページ一ページが丹念に纏められ，更に経年によ

る紙面の変化がより一層の重みを感じさせる。1962 年当

時，大村智博士が夜間高校で教鞭をとりながら，本学の

大学院に通われた生活は，一般学生と比べ

時間的にも厳しかったことと思われる。そ

こに並々ならぬ大村智博士の熱意と信念の

強さ，真摯な姿を伺い知ることができる。 
長い間図書館業務に携わり，いつの間に

か仕事を教えてくれた先輩たちが，みな退

職してしまった。現在は将来どのような図

書館にしたいかを考えながら，仕事をして

いる。スペインの建築家アントニ・ガウディ

は，生前自分が設計した「サグラダファミ

リア」の完成を見ることができないことを

認識したうえで，それでも建築にかかる費

用を集めながら，サグラダファミリアの建

設に没頭している。その事例を参考に，100
年後の本学図書館の姿を考えながら，日々

の業務を進めている。私自身が見ることの

できない遠い将来に向かいながら今を整え

ている。冊子や ebook の選書，リポジトリ

の運用。基礎的データベースの導入とアク

セス分析。館内改修への対応。果たして自

分はこの数年間，先輩が進んだように前進

できただろうか。 
アントニ・ガウディは何度も何度も仕事をやり直して

いる。作っては壊し，作っては壊す。納得するまで続け

る。しかも自分が亡くなった後は，自分が作るよりも，

より良いものを後世の人々が作ってくれるとも言ってい

る。 
私達には先輩が残してくれたものを次の世代に伝えて

行くミッションがある。しかしガウディのようには立ち

向かえない。生きている間に完成したものを見て確認し

たいと考えてしまう。また，壮大なスケールに自分自身

が飲み込まれてしまうような恐怖心も感じる。 
大村智博士の著書『人間の旬』のなかで，研究者とし

て一流であるかの判定基準として「限界のあることを知

る」必要があると書かれている。この一節を読むとガウ

ディも自分の限界を深く認識していたのではないかと推

測する。だからこそ逆に，巨大な「サグラダファミリア」

を造り続けることができたのではないかと思う。近年，

国内の私立大学では従来働いてきた専門の図書館員の数

が急減している。本学でも目録カードをタイプライター 
で打ち，カードケースに配列していた図書館員は，私が

最後になるだろう。時代や社会的システムの転換期に

あっては，先輩たちの足跡を後世に繋ぐ役割は重い。時

にはできないかもしれないと感じる。そのような時，大

村智博士の「限界のあることを知る」という言葉は，自

分の幕引きをどのような形で行い，どのように繋いでい

くかという思考経路に誘ってくれる。在職中に完成され

ることがなくても，次の世代の人々がここで働いた多く

の人間の意志や構想や夢を繋ぎ，きっと自分が考えてい

た以上の結果を導いてくれるだろうとい

う，確信へと浄化させてくれる。すると安

心して「今を生きられる。」という事実に気

付く。 
「限界のあることを知る」ということは，

研究者に限らずほぼ全てのものに共通す

る。生きとし生けるものに限界があること

を認識し，それでも未来に挑戦し続けてい

る。良い図書館を創りたいという願いは，

行動に表れる。今日の仕事が後世に繋がる

ことを信じ，時を恐れずに企画・立案をし

て行こう。まだ見ぬ未来の人々の心を振動

させられるよう，躊躇なく働いて行こう。

歌人岡野弘彦氏の短歌「腹筋の締りはいま

だ若者におとるまじわがドルフィンキッ

ク」を思い浮かべ，「今」を笑いながら大切

に進んで行こう。 
昨今はインターネットで世界の様子が手に

取るようにわかる。異国バルセロナに響く，

サグラダファミリアの石を刻む聖なる音が，

自分の鼓動のように聴こえてくる。 
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